
　防災教育チャレンジプランでは、全国で取り組まれつつある防災教育
の場の拡大や質の向上に役立つ共通の資産をつくることを目的に、新し
いチャレンジをサポートします。
　そのプランの準備・実践に当たって発生する経費を支援し、実現に向
けて地域アドバイザーが出向くなどして相談などの支援を行います。
　応募の中から選ばれたプランは、１年間実践した結果を、中間報告会
とワークショップ（最終報告会）で成果を発表していただきます。その
場では、防災教育チャレンジプラン実行委員から、今後の取り組みに役
立つアドバイスを得ることができます。
　最後のワークショップにおいては、優秀な実践活動に対して防災教育
大賞・防災教育優秀賞・防災教育特別賞を授与いたします。また、皆さ
んのチャレンジプランの成果はホームページで広く公開いたします。

【サポートの内容】
●プランの実践にかかる経費の提供／上限３０万円（査定による）
　※活動・予算計画書の提出を必要とします。
　（従来からの取り組みに対する支援ではなく、新たなプランへの支援です）

●中間報告会・ワークショップ（最終報告会）発表者１名分の交通・宿泊費を支給。

●プランの実現に向けて、地域アドバイザーがボランティアで支援を行います。
　※地域アドバイザーが現地に訪問する経費は、事務局が支給。（回数制限有）
　※継続的なアドバイスは、電子メール等でやり取り可能。

【表彰】
●最終報告書とワークショップ（最終報告会）での発表を踏まえた審査を行い、
　優秀な実践活動に対して、防災教育大賞・防災教育優秀賞・防災教育特別賞を
　決定し、表彰状を授与いたします。

【サポート主体】
●防災教育チャレンジプラン実行委員 および 地域アドバイザー
●防災教育チャレンジプラン実行委員会事務局
●その他、実行委員・地域アドバイザー等が紹介する諸団体

ホームページ（http://www.bosai-study.net）より応募用紙をダウンロードし、必要事項
を記入の上、防災教育チャレンジプラン実行委員会事務局までお送りください。
※E-mail もしくは FAX で受付。

[ 主な記入内容 ]
●学校・団体等の概要（名称・代表者名・住所等連絡先）
●現在までの防災教育に関する取り組み内容・成果・課題　※無ければ、空欄可
●応募動機　●プランの概要（活動・予算計画書）

／ FAX ：03-3589-1703

2009年12月21日

（2009年7月15日現在）

「防災教育チャレンジプラン実行委員会」の選考により、全国で最大１０の
チャレンジプランを決定します。

[ 審査の観点 ]
・プラン実施により地域防災力の向上に貢献できること
・応募された防災教育プランの有効性・新規性
・活動の中に新しいチャレンジの要素が含まれているもの

[ 2010年度チャレンジプランの決定・発表 ]
・２０１０年２月１３日、２００９年度ワークショップ（最終報告会）の会場にて、
　２０１０年度のチャレンジプランを決定し、発表します。



●対象：幼児・保育園児・幼稚園児、小学生（低学年）、小学生（高学年）　●災害種別：地震
●内容：将来を担う子供たちに防災を楽しく習う教材として制作した防災教育教材『防災楽習迷路』を用い、
        出前授業を実施した取り組み。迷路を「地震で家が倒壊し迷路のようになってしまった」と仮定し、
　　　　人命救助・防火活動・非常持ち出し品を探し出す教材。
　　　　　　　　

「防災楽習迷路の制作と出前」
特定非営利活動法人ひまわりの夢企画

「土地の古老の三河地震被災体験談から学ぶ、地震・災害のしくみと防災のあり方」
名古屋大学災害対策室 歴史災害教訓伝達プロジェクト～1944東南海・1945三河地震

●対象：小学校（高学年）　●災害種別：災害全般
●内容：「地域の歴史災害」をキーワードに、被災者体験談を聞き「子どもたちの防災マインド」を育て、
　　　　土地の被災者へのインタビュー、防災に関する調べ学習、学芸会への防災劇上演、防災マップづくり、
　　　　防災手帳づくりへと発展した取り組み。

「防災運動会（一緒にできるよ　助け合おう！楽しもう！）」
社会福祉法人岐阜アソシア 視覚障害者生活情報センターぎふ

●対象：障がい者、地域住民、全ての人々　●災害種別：災害全般
●内容：障がい当事者が中心となり地域住民ほか様々な方が一緒になって、災害を想定した競技で、
　　　　楽しみながら防災について学ぶ機会と場所の提供及び、啓発を実施した取り組み。
　　　　

「学校から地域へ・学校へ　～防災文化を広げるプロジェクト～」
高知県立高知東高等学校

●対象：幼児・保育園児・幼稚園児、高校生、地域住民　●災害種別：地震
●内容：過去の取り組み（2005年度チャレンジプラン）を継続発展させ、高校生自身が創意・工夫を
　　　　しながら地元小学校、地域、他の高校などとのつながりを構築し、防災文化を広げる取り組み。

「女性の視点での防災対策　『日ごろの備えと家族・地域の絆』」
なでしこ防災ネット

●対象：地域住民、女性　●災害種別：地震
●内容：男女が共に支え合い助け合える地域、防災体制づくりにむけて「災害の被害を受けやすい女性」と
　　　　「防災の担い手としての女性」双方の立場から日ごろの備えと工夫をリーフレット（女性の視点か
　　　　らの防災対策）にまとめ、関係者用に点訳･手話通訳･録音をした取り組み。

「非常食や身近な食材を使ったアレンジレシピ集の作成」
東北福祉大学ピンチヒッター

●対象：全ての人々　●災害種別：地震
●内容：災害時における乳幼児や高齢者、食物アレルギーを持った方の食の部分に注目し、災害発生時の
　　　　様々な条件のもとで作れるレシピを考案し、冊子やデータとしてまとめ、地域住民などに広めて
　　　　いく取り組み。

「ハイスクール防災講座」
和歌山県立有田中央高等学校

●対象：小学生（高学年）、中学生、高校生　●災害種別：地震
●内容：高校３年生の総合学習として、防災の基礎知識の学習・実習・訓練等をする「ハイスクール
　　　　防災講座」を２～３学期に開講し、９教科（社会、理科、保体、芸術、英語、家庭、情報、
　　　　農業、福祉）に防災関連の授業を実施した取り組み。

防災教育チャレンジプラン実践活動スケジュールの例

 4月                5月                   6月                   7月                 8月                  9月                 10月                11月               12月               1月                   2月                 3月

▲中間報告会　　　　　　　　　　　　▲最終報告会

例（A) ◆◆
講演会実施

◆◆
防災劇開催

◆◆
防犯劇開催　（計２回）

＜チャレンジプラン実践団体としての活動対象期間：１年＞

●● ●●
中間報告 最終報告

計画準備（講演会準備、劇の練習など）

 例（B) ◆◆
防災授業実施（月２～３度）

●● ●●
中間報告 最終報告

職員研修（２～３回）
◆◆ ◆◆ ◆◆◆◆

　1学期～夏休みにかけて、防災授業計画を立案・授業プリント等の準備、2学期に防災授業を実践し、中間報告会で防災教育
チャレンジプラン実行委員の助言を参考に、3学期に防災に関するイベントを実践した事例

　防災の日にあわせ専門家による講演会（防災教育チャレンジプラン実行委員担当）を開催し、教員等の防災・防犯に対する意識
付けを行い、児童・生徒たちへわかりやすく伝えるために、秋～冬の学校・園のイベントにあわせて防災・防犯劇を実施した事例

幼児・保育園児・幼稚園児
　　小学生（低学年）
　　小学生（高学年）

【教育対象者】

中学生、高校生

 例(C) ◆◆
ワークショップ開催　（計５回）

●● ●●
中間報告 最終報告

計画準備（テキスト作成、渉外・打合せなど随時）
◆◆ ◆◆ ◆◆◆◆

　秋～冬にかけて開催するワークショップにむけ当日配布するテキスト案を作成、中間報告会において披露し、防災教育チャレン
ジプラン実行委員の助言を参考に、テキスト最終原稿を仕上げ、保護者、自治体、地域住民に対する「子どもに関する防災意識」向
上の呼びかけと教育モデルの提供を行った事例

地域住民、防災関係者

◆◆◆◆
防災かるた大会、講演会（２限）計画準備（授業案作成など）

◆◆ ◆◆ ◆◆ ◆◆

※報告会には、報告書（中間/最終）、発表資料（中間/最終）、展示資料[任意]、配布資料[任意]を準備していただきます。
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